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の公的団体に属する 20 歳以上の糖尿病者で、2017 年 3 月～2017 年 4 月に研究参加に同意











解析対象は 117 名（男 27 名、女 90 名）であった。身体的要因は、HbA1c 7％未満 57 名、
7％以上 60 名、併存疾患あり 86.3％、合併症あり 51.3％、なし 48.7％であった。 
QOL 概念モデルに採用した変数のなかでは、PCS は、HbA1c、正常血糖値の知識、自己効
力感、運動の自己管理行動と有意な相関を示し、MCS は、年齢、HbA1c、神経障害、インス
リンに関する知識、負担感、自己効力感、運動の自己管理行動と有意な相関を示した。QOL
概念モデルを基に、PCS、MCS それぞれのパス図を作成し最適化させた。モデルへの適合は、
PCS モデル：χ2（4）=3.8、p=0.44、GFI=0.99、AGFI=0.95、CFI=1、RMSEA=0、MCS モデル：
χ2（13）=11.8、p=0.54、GFI=0.97、AGFI=0.94、CFI=1、RMSEA=0 と良好であった。 
PCS モデルでパス係数が最も高値を示したのが自己効力感－運動の自己管理行動（0.37）
で、以下、知識－自己効力感、HbA1c－運動の自己管理行動、運動の自己管理行動－PCS、
知識－PCS、HbA1c－PCS の順であった。MCS モデルでは、自己効力感－運動の自己管理行動
で最も高値（0.37）で、以下、HbA1c－運動の自己管理行動、神経障害－MCS、年齢－自己
効力感、知識－MCS、運動の自己管理行動－MCS、年齢－MCS の順であった。HbA1c－MCS の
パス係数は低値であった（-0.09）。 
 
考 察 
フィリピン低所得者層糖尿病者のQOLの関連要因において、HbA1cや経済的要因よりも運
動に関する自己管理行動と糖尿病に関する適切な知識が直接的な促進要因になり得ること
が示唆された。また、自己効力感は運動に関する自己管理行動の重要な決定要因であった。
さらに、糖尿病に関する正しい知識は、直接的に自己効力感やQOLに影響していた。以上の
ことより、知識や自己効力感、運動行動などの認知・行動的要因は関連しあい、直接的・
間接的に患者のQOLに影響していることが明らかになった。本研究は、フィリピンの低所得
者層地域を観察拠点としたことに特徴があり、患者の認知的・行動的要因に介入できれば、
安価で効果的な糖尿病予防対策が可能であることを示唆した。 
 
結 論 
フィリピンの低所得者層地域においては、社会的要因である貧困、裕福などの経済的状
態は、QOLと直接的な関係を示さなかった。糖尿病者のQOLを向上させるためには、医療従
事者は、HbA1c値の改善のみでなく、療養知識や自己効力感などの認知面に働きかけて行動
変容を促す方策をとることが有効であることが示唆された。 
